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本会議名等 議員名 平沼 昌平 確認年月日 H29.3.17 

開催日 H29.3.14 
議案名等 

平成２９年度一般会計予算 
（永田文庫を含む町文化財の保管・公開方法につ
いて） 会議名 予算審査特別委員会 

質問要旨 

 学芸員の方が来られて永田文庫や縄文土器等を、見て頂く、説明して頂く、
利用して頂くという段階できちんと学術的なもの、文化財的なものの立ち位
置、福島町としての方向性（スタンス）を決めておいたほうが良いと思いま
す。 
 特に永田文庫に関しては、福島町史の根幹をなす資料も結構含まれている
と思いますので、その取扱いについては永田先生の長年の歴史を考慮し、一
般公開するなり、もう少しきちんとした方向性ができればと感じております
のでご意見を頂ければと思います。 
 

答弁要旨 
 

(答弁者：前田教育長) 

 

永田文庫の取扱については、基本的に永田先生の集めた貴重な資料を頂き、
保存、活用することを目的に作業を進めることが基本だと思っています。町
民の皆さんに見て頂くということを基本にデジタル化していると理解してい
るので、まずは公開に向けて一定程度整理し、どのような手法が良いのか、
協議したいと思います。保管については、スペース的な物も無いので福祉セ
ンターの現在使用している書庫で保管していくしかないと理解しています。
 基本的には資料を保存し、希望する方に公開する格好で検討していきたい
と思います。近くに図書室の職員もおり、普段は施錠しておきますが要望が
あった場合は現物をこの場所で見てもらう対応は十分可能ですので、その形
で今後検討して行きたいと思います。 

対応・進捗状況 

対応済み 
（平成 年 月 日） 対応中 

 

実施不可 

 
 
 
 

取り組み状況 

■平成２９年６月１日 現在 
 
永田文庫の取り扱いについては、平成２５年度からPDFフアイルにデジタル

化の作業をし、保存事務を進めており、平成２８年度中に概ね２６００点余
りの資料を整理しました。 
 現在、町のホームページ上で一般公開に向けて準備しています。 
 あわせて、福島町視聴覚ライブラリーとして収集した映像資料約１３０点
についても公開に向けて作業を進めています。 
 

調査を終了する本会議 平成30年度定例会3月会議 

その他参考事項 
追跡内容は上記の1項目としました。 
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